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要旨
メキシコの日本語教育の歴史は苦難の日系人の歴史と璽ねることができる。日本語の教育は、 基本的に日本人としてのアイデン
テイティ ー保持に意味を置く「継承言語としての日本語（母語）」の教育であり 、 その意味で、 日本語教育の主体は日系人であっ
た。 今日でも多くの日系の学校が存在している。
メキシコオリンビック(1968年）時の日本語通訳者養成の必要性は、 日系人 （ハポネス）の「継承言語」から「外国語」としての
日本語へと認識を移行させた。現在、 各地の大学をはじめとする多くの機関で、 日系人を含む多くのメキシコ人が日本語を学んでお
り 、 その数は毎年漸増し続けている。 さらに近年、 ノンネーテイプの日本語教師も育っている。 また、 本格的な教師の全国的ネット
ワ ークも立ち上がり 、 将来の明るい兆しが見えているが、 種々の困難な現状と課題もかかえている。
キ ー ワ ー ド：日系人の継承言語から外国語としての日本語へ、 ノンネーテイプ日本語教師、 学習者数の漸増と日本語学習の継続性、
JICA· 国際交流基金等による人的支援、 本格的な日本語教師の全国的ネットワ ーク
1. はじめに
1. 1 日本・ メキシコの関係と日系社会
次は『全墨日系人住所録』 (1955年p.441)に書かれた縦集後記の抜粋である。
事実、 祖国の対米宣戦は、 西半球屈指の親日国として謳われて来た墨国（＝メキシ コ国、 箪者注）を、 敵の陣営
に逐いやり、 戦時態勢の名の下に冷厳な法令を布かしめ、 米墨の国境及海岸地帯のH系人に、 グワダラハラ市と墨
都（＝メキシ コ ・ シティ ー、 筆者注）へ、 集団強制立退きを命じ、 われわれが半世紀に亘つて築きあげた地盤を根
こそぎにして了つたのである。この事は、 当国が連盟の一環として執るべき当然の措置であったにしても、 われわ
れにとつては、 移民史上未だ曾つてその前例を見ない練獄であった。そのため地方在肖邦人の分布図は俄然変動を
来し、 例へばグ市（＝グワダラハラ市、 鉦者注 ）と墨都常住の日系人が戦前に数倍した如きである。この世紀の受
難は、 錦衣婦朝を夢見る所謂ー旗族の移民思想に転向を促し、 愚国を墳墓の地とする再生の軌道に乗せ、 墨国人間
に進出の機縁を与へたのは、 戦禍の悲劇を生むだ逆効果でもあつた。今日のわれわれからは、 最早戦前の如き浮腰
者流は払拭され、 到るところ何れも強靭な本腰を据えた退しき再建設に躍進しつ只ちる群像を見るのである。
ここに記述されているような戦中 ・ 戦後の多難な日系人の状況は、 いわゆる「榎本殖民」 （後述）に源をなす今日ま
でのメキシ コにおける日系社会、 つまりは日系人を中心とする日本語教育の戦後のスタ ー トを取り巻く環境であったこ
とを語っている。それは単純な悲壮感というようなものでは決してなく、 いわゆる故郷に錦を飾る凱旋帰国を目的にし
た出稼ぎ意識から、 メキシ コ定住の覚悟を決めた強さが内在している。
『日本人メキシコ移住史』（日本人メキシ コ移住史編纂委員会： 1971年p 35)によれば最初の日本人のメキシ コヘ渡航
の記録は1587年とある。1610年には徳川家康の命により田中勝介ら20人が史上初めて日本製の木造船で太平洋を越えて
おり、 1614年には伊達政宗の命を受けた支倉六右衛門常長がアカプル コ港に入港した。また1888年に「日愚修好通商条
約」を締結しており、 これはメキシ コがアジアの国と初めて結んだ条約、 日本が外国と結んだ最初の平等条約であった。
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メキシコは中南米諸国の中で最初に組織的な日本人の移民がなされた国である。それは1897年に南部のチアパス州の
アカコヤグア村に入植した「榎本移民」で知られる。現在もメキシコ国内には多くの日系人が住んでいるが、 プラジル
にち'"
やペルーの日系人と比較するとその数は少ない2が、 現在、 日系人団体として日屋協会がまとまりをもっている％
1. 2 メキシコの日系社会と日本語教育
メキシコにおける日本語教育の原点は 、 日本人としての自覚と誇りを子弟に受け継いでいくという意味における日系
人にとっての「継承言語」としての日本語の教育であった。その最も先駆けといえるのは、 アカコヤグア村の「アウロ
ラ（暁）小学校」であろう4 。そして今日においては「日本メキシコ学院」5 を挙げることができる。しかし、 日本語
教育はもはや日系人のアイデンテイティ ーのシンボルとしての「継承言語」教育としてではなく、 「外国語としてのH
本語」が意識され始め今日に至っている。中島(1998)は日系子女の日本語教育は「母語教育」 ・ 「外国語としての日
本語教育」 ・ 「バイリンガル教育」の接点にあり、 三領域にまたがるユニ ークな方法論の開発の必要性を説いている。
このこと自体重要である。しかし、 本来が日系人のための日本語教育機関であっても、 非日系（メキシコ人）の学習者
が徐々に増えてきているという現実もある。下の表はメキシコで最も歴史のある日系子弟のための学校の 1つである
「中央学園」6 の例である。
［中央学園の卒業生に見られる純H系人子弟、 日系人子弟、 非日系人子弟の割合の変遷l
. . ··-雫奮ャ··----- . .. 1940年代 50年代 60年代 70年代 80年代 90年代····· 
純日系人子弟 100% 93% 91% 85% 56% 26% 
日系人子弟 ゜ 7% 7% 12% 29% 44% 
非日系人子弟 ゜ ゜ 2% 3% 15% 30% 
（松原佳代1999)よりデー タを引いて表を作成
関口伸二(1994)は中南米のH系人に対する日本語教育を 3つの段階に分けられるとし、 第一期：「移住一世が二世
に読み書きを中心に教えていた時代」、 第二期： 「学習者に三世や混血児童が混じり始めた時期」、 第三期： 「学習者
に三• 四世と現地児童が混在し始めた時期」と区分している。そして、 第三期においては「日本語学習の意義や学習規
律等、 教師 ・ 父兄 ・ 児童三者の価値観は分裂したまま混乱している」と述べている。現在、 その第三期にあることは疑
いない。今、 メキシコにおける日本語教育の価値と意義が問われていると言えよう。
1. 3 メキシコの日本語教育の3つの変容
メキシコにおける日本語教育事始めは先述のアウロラ小学校に見出せるが、 メキシコにおいて日本語教育に大きな変
化が起こったのは、 通訳養成の必要が強く認識されたメキシコ ・ オリンピック(1968年）を契機とすると言われてい
る。そして、 いわゆる日本語プー ムが1980年代後半から1990年代初めにかけて起こり、 そのころ日本語学習者が爆発的
に増加した。それまでは日本語教育機関は首都（メキシコ ・ シティ ー）に集中していたのに対し、 それ以降、 地方都市
の大学にも日本語のコースが設けられるようになっていった。
メキシコにおける日本語教育は徐々に変容してきているが、 およそ2000年前後を境としてメキシコの日本語教育界に
時代のうねりとしての変化が起きている。本稿の副題に「過渡期」とつけたのは 3つの意味がある。一つ目は、 前述し
たように「日系人のための（継承言語としての）日本語」が「（日系人も含めた）メキシコ人が学習する日本語（外国
語）」へ徐々に移行して来て今日ほぼ定着していること、 二つ目は、 これまで日本人（または日本語が堪能な日系人）
の教師にほぼ依存して来た日本語教育であったが、 ノンネー テイプ日本語教師の存在が徐々に大きくなって来たことで
ある。三つ目は、 本格的な日本語教師のネットワ ークの形成と地方都市における日本語教育の活性化である。それまで
は首都圏に存在するいくつかの先駆的な日本語教育機関 8 を中心に形成された任意団体の rメキシコ日本語教師連絡協
議会」（以下「メ甘蘊］とする）9 が唯一であったのが、 日本語教師・機関のネットワ ー ク組織として、 2003年に全国
規模の公的な「社団法人メキシコ日本語教師会(AMIJ-Asociacion Mexicana de! Jdioma Japon蕊A.C.)」として生まれか
わった（後述する）10。また、 それとは別にグ アダラハラ 市に「グ アダラハラ日 本語教師勉強会(Conferencia de 
Profesores de! ldioma Japon蕊de Guadalajara) 」が2000年に発足（後述する）しており、 首都圏以外の地方都市でも各機
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関が連携して弁論大会を開催するなど、 独自の活動が活発化している。
2. メキシコにおける日本語教育の近年の動向と課題
2. 1 近年の動向
下は、 国際交流基金 (2003年10月より独立行政法人国際交流基金（ジャパンファウンデーション）、 以下「基金」 と
する）による、 メキシコの日本語教育の機関数、 日本語教師数、 学習者数の調査結果をまとめたものである凡
［メキシコの日本語教育の機関数、 日本語教師数、 学習者数の推移］
ャ·-... ·---. ［初等• 中等教育］ ［高等教育］ ［学校教育以外］ メキシコ全体．．． 
調査年 機関 教師 学習者 機関 教師 学習者 機関 教師 学習者 機関 教師 学習者
1990 1 21 892 3 5 88 4 22 425 8 48 1405 
1993 1 22 1500 18 49 1069 10 42 563 29 113 3132 
1998 1 35 1200 18 48 1420 29 85 1479 48 168 4099 
2003 5 39 1158 20 40 994 35 125 2671 60 204 4823 
これから見て取れるように、 機関数、 教師数、 学習者数は年々増加してきている。
日本語教師は48人 (1990年）から204人 (2003年）に増えている。数字はさておいても、 当初、 メキシコの日本語教
師は日本人あるいは日本語が堪能な日系人がほとんどであったのが、 2003年においては約50名のノンネーテイプの日本
語教師が占めている状況である（後述する）。
次ページの図は最近のメキシコ国内に数多く点在する日本語教育機関の配置を地図上に示したものある12。これによ
りメキシコ全体の日本語教育機関配置を鳥諏できる13。調査後に新しく日本語コ ースが設けられたり、 逆に閉講（閉
校）したものもある。下にその後の動向を補って記す。
［調査（烏轍図）以後のメキシコの日本語教育機関の動向（その後明らかになったこと）］
(I) 北バハカルフォルニア州において、 「ティ ファナ日本人会日本語教室」、 「エンセナダ日系協会H本語教室」
が開講した。
(2) 南バハカルフォルニア州に「カルフォルニア州立自治大学ラ ・ パス校」 が開講した。
(3) アグアスカリエンテス州に存在する日本語教育機関は「なかよし学園」 のみである。
(4) ヌエボレオン州に「調査中」 となっているが、 モンテレイ自治大学はない。
(5) ヌエボレオン州に「モンテレイ補習校」 があるが、 図中に出ていない。
(6) ハリスコ州の「国際語学院」 はない。
(7) グアナファト州の「バジェ大学（日本語クラス）」 は廃止されたが、 新たに「グアナファト大学サンミゲル
校」 と「同レオン校」 が開講した。
(8) メキシコ州に「モンテレイエ科大学Estado De M�xico (メキシコ州）校」 が開講した。
(9) モレロス州の「アングロメキシカー ノ高校」 はなし。新たに、「モンテレイエ科大学クエルナバカ校」 が開
講した。
UO) プエプラ州に「ベネメリタ ・ プエプラ州立自治大学」、 「イベロアメリカ大学」 が開講した。
仰 キンタナロー州の「カンクン工科大学」 が開講した。
02) 「ベラクルス州立大学ハラッパ校」 と「同オリサバ校」 で日本語教育が行われている。
03) サンルイスポトシ州では「サンルイスポトシ州立大学」 が開講した。
⑩ シナロア州の「シナロア州立自治大学」 が開講した。
U5) メキシコDF (メキシコシティ ー）に「アジア研究学会」 ができた。
06) ミチョアカン州モレリア市の「ミチヨアカン ・ サンニコラス大学」 で日本語クラスが開講された。
メキシコの日本語教育の1つの特徴は、 1990年代において日本のバプル経済が崩壊したにもかかわらず、 日本の経済
状況にはあまり影響されず、 日本語熱は冷めなかった。反対に徐々にではあるが、 学習者数は伸び続けてきたのであ
る。これは1つの大きな特徴としてあげられる。地理的 ・ 歴史的にも、 そして経済的・政治的にもアメリカ合衆国の大
きな影響下にあるメキシコにおいて、 第二次世界大戦の敗北にもかかわらず、 欧米に引けをとらないほど飛躍的に経済
成長した日本という国はメキシコ人の大いなる関心を引くと ころである。近年においては、 他国でもそうであるよう
に、 日本の大衆文化、 とりわけアニメやマンガは日本語学習の動機に大きな影響を与えている。
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メキシコの日本語教育
一過渡期としての近年の動向一
また、 メキシ コ北部（特にアメリカ合衆国との国境 ）を中心として広がる「マキラドーラ」 と呼ばれる特区には日系
企業も多く、 この ことも日本語学習を促す要因となっている。
しかし、 日本語学習の後、 日本語を生かした職に就いたり、 一部を除いて14日本研究への道を歩む者はごく少数であ
り、 個人的な事情で日本語学習の必要に迫られた者を除き、 学習動機の大きな基盤は概ね「日本（文化）への関心」と
いった実利以外のところあると言えるようである。
このようにメキシ コにおいて、 日本語学習者の持続的な漸増傾向があるのである。しかし、 メキシ コにおける日本語
教育は決して楽観的なものではなく、 次に述べる深刻な問題点も指摘できる。
2. 2 近年の状況に見られる課顔
2. 2. 1 学習継続率が低い
上述のように、 メキシ コにおいて日本語学習者は確実に増加してきた。ただし、 学習者数の増加の数字も大切だが、
もう一つのファクタ ーとして「日本語学習者の学習継続」の状態を探る ことも重要である。華者がメキシ コで日本語教
育の仕事に携わっていた時、 多くの日本語教師諸氏との意見交換の中で分かってきたことであるが、 初級コースに入っ
た学生が、 学習半ばにして日本語学習を止めてしまうというケ ー スが多く、 機関によっては中 ・ 上級の コースが設けら
れていない場合も少なくなかった。下は、 メキシ コにおける日本語能力試験受験者 15 数の推移を示したものである。
［メキシ コにおける近年の日本語能力試験受験者数の推移（単位： ～人 ）］
年
....度.. ．．． ． ． ． ··-.••• 総数 1級 2級 3級 4級 年
．．．．度．．． ·---- ． ．． ·--- 総数 1級 2級 3級 4級
1992年 488 16 52 147 273 1999年 632 17 64 178 375 
1993年 437 10 53 126 248 2000年 611 12 72 179 348 
1994年 387 15 35 119 218 2001年 733 17 76 207 433 
1995年 444 20 57 139 228 2002年 791 19 80 279 413 
1996年 545 22 87 141 295 2003年 869 27 82 324 436 
1997年 597 14 54 132 397 2004年 879 23 79 311 466 
1998年 648 12 56 192 388 （試験会場：メキシ コシ ティー ）16 
これから明らかなように、 受験者数は年々増加しているが、 増加しているのはもっぱら初級( 3· 4級）段階の受験
者である。中上級( 1· 2級）の受験人数は極端に少なく、 増加もあまり見られていない。日本語学習があまり続いて
いない、 つまり学習継続率が低い ことがうかがわれる。 ［メキシ コ州立自治大学トルー カ ・ キャンパス
また、 右表はメキシ コ州立自治大学トルーカキャンパス外国語教 外国語教育センタ ーの言語別集計］
育センタ ーの各言語の教育の実勢である17。メキシ コだけではな
く、 多くの屈折語や非漢字圏の国や地域における日本語教育でも言
える ことであるが、 H本語はその習得のハードルが学習者の体感と
して比較的高く、 先に学習動機の基盤を「日本（文化）への関心」
とあげたが、 濫れかえる日本メーカーの製品、 日本食、 マンガ、 ア
ニメ、 テレビゲームなどに惹かれて気軽に日本語を勉強し始めて
も、 実はH本文化に対するエキゾティシ ズム18と学習の困難さは隣
り合わせであることを、 学習者は思い知る結果となる。
また、 習得後の日本語使用範囲も学習者の生活圏においては限ら
れており、 学習継続を鈍らせる一困となっている。一概に他言語の
学習者の数と直接比較はできないが、 英語、 フランス語、 ドイツ
そ口 至n五ロ 学習者数 教師数※
ドイツ語 145 5(1) 
スペイン語※ ， 1(1) 
フランス語 259 9(0) 
イタ リア語 64 2(0) 
英語 4496 89(0) 
日本語 28 2(1) 
ファノヽ吾n五ロ ， 2(0) 
ナ ワ ト ル
5 1 (1) NUHUATL語
ポルトガル語 18 1 (1) 
※ 教師数の（ ）内の数字は、 ネーテイプ教師
※ スペイン語は外国人のためのコース
語、 イタ リア語などに比べると、 日本語は後方に位置するのが現実である。
このように、 日本語はメキシ コにおいて魅力ある学習言語とはなかなかなりにくいという側面もある。
2. 3. 2 日本語教師不足
加えて、 日本語教師不足も深刻な問題である。日本語学習者の底辺は確実に広がってきており、 以前のように、 日本
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語に堪能な日系人（メキシコ人と結婚したりしてメキシコに住むことになったような「一世」を含む）や長期滞在の日
本人19 が日本語を教えるというのだけでは日本語教師確保が追いつかないという教師不足の時代が到来しつつある。専
門性を持ち訓練された優秀な日本語教師が早急に多数必要とされている20 。日本語教師不足という問題には 5 つの側面
がある。
一つ目は、 かつての「日本人なら日本語を教えられる」 という安易な認識からは脱しているものの、 日本語教師雇用
に際して、 何らかの形でメキシコに在住している日本人を雇用する場合が多い。そのような事情から、 採用された日本
語教師に対しては日本語および日本語教育の専門性の自覚を促がし、 日本語教育の知識と技術をステップアップさせて
いかなければならないという重要な課題である。
二つ目として、 メキシコ国内には、 日本語教師として発掘すれば優秀な日系人など、 その適任者はいるかもしれない
し、 日本語教師という仕事自体はたいへんやりがいのある仕事である。にも拘わらず、 率直なところ、 その待遇面で日
本語教師という職業そのものに魅力が薄れてしまっているのが実情である。
三つ目の問題として、 近年増加してきたノンネーテイプ日本語教師についてである。最近ではメキシコの日本語教師
の 4 人に一人はノンネーテイプである。このこと自体は、 下に述べるような意味において、 歓迎すべき傾向である。し
かし現在の状況では、 一部を除けば、 概してノンネーテイプ教師の日本語の運用力が必ずしも高くないということと、
日本語教育の知識や技術においても一定のレベルに達していないと言わざるを得ないという現実を、 率直に挙げなけれ
ばならない。21
従来、 メキシコにおける日本語教育はメキシコ・オリンピックを契機に、 日本人かまたは日本語運用力の高い日系人
によって担われてきた。だが、 もはやその段階は終わり、 これからは日本語を習得したメキシコ人によって担われるべ
きであり、 そのように徐々になりつつあると言える。メキシコ国内において将来的に日本語教師を確保する道として、
ノンネ ーテイプの日本語教師が担う道しかあり得ないであろうと考えられる。このような状況に鑑み、 「メH協」（先
述）、 「メキシコ日本語教師会」が主催して、 ノンネーテイプ教師対象の研修会を定期的に開いてきた。また、 基金や国
際協力事業団 (2003年10月より r独立行政法人国際協力機栂」 、 以下「JICA」 とする）22 による研修会やシンポジウ
ム、 セミナ ー 等もたびたび開かれてきた。
四つ目は、 在メキシコ日本人教師についての今後の課題である。メキシコで実施される日本語教育シンポジウム、 日
本語能力検定試験や日本語弁論大会、 子ども話し方大会（日墨協会主催）、 研修会・ セミナ ーなどの日本語教育関係の
イペント等23の運営においては、 特に日本人教師が中心になり主導的役割を果たしてきた。そのような意味においてだ
けでも日本人教師の存在の意味は大きいと言える。しかし、 メキシコにこれからも長く住むという日本人教師は限られ
ており、 メキシコの主要な日本語教育機関だけ見ても、 日本人教師は 2-3 年で日本へ帰ってしまうケ ースが多い。24
数年で帰国してしまう日本人教師が重要な役割を果たしてしまっている現状、 これが第四の側面である。
最後に、 メキシコにおける日本語教育は、 いわゆる市中の語学スクールではなく、 高等教育機関（大学の「外国語教
育センタ ー」など）でなされているケ ースが非常に多いということが挙げられる。これ自体メキシコの日本語教育の一
つの大きな特徴である。一般に大学などの高等教育機関では、 一定の学位（概ね修士以上）を取得していることが雇用
の条件であることが多いが、 メキシコの日本語教師の中で修士以上を取得している者はほんのわずかである25。そのこ
とから学位のある他言語の教師より下位に見られがちで、 機関内での日本語教師の待遇や立場を弱くしているように見
える。この雇用資格の問題が五つ目の側面である。この問題については、 まだプログラムの人数規模は少数であるもの
の、 近年開始されたところの研修者に学位を与える基金のプログラムにわずかな光明が見出せる 26 。
3. 基金、 JICAによるメキシコの日本語教育に対する人的支援について
これまで、 基金やJICAによって日本語教育の専門家 27 やボランティアが派遣されてきた。今後の派遣についてどう
なるかは不透明な部分もあるが、 今般までの派遣実績の状況を眺めたい。下に示した派遣実績の図表の中の「→」 は被
派遣者 1 名分を示し、 長さは派遣期間を示している。
メキシコの日本語教育
一過渡期としての近年の動向一
3. 1 基金による 日本語教育専門家の派遣
下図は基金による日本語教育専門家派遣の実績である。基金による派遣は、 基金の設立当初からメキシ コの主要日本
語教育機関28 への専門家派遣が継続されて来たが、 1997年に日墨文化学院に派遣されていた専門家の帰国以来、 派遣が
途絶えていた。そして1999年に基金の現地事務所を派遣先として、 派遣が再開された。
このことはそれ ま での重点的な日本語教育機関への派遣方針を方向転換し、 メキシ コ全体の日本語教育のス ーパーバ
イザー 的役割の専門家の派遣に切り替わったことを意味する。しかしながら、 それも2003年で派遣は途絶えている。
〔国際交流某金日本語教育専門家派遣実績29 〕
派遣先（配属） 1970年 ' 75 
' 80 ' 85 ' 90 
' 95 2000 
メキシ コ国立自治大学
メキシ コニ世協会日本語学院
（現・日墨文化学院）
エル ・ コレ ヒ オ・デ・メ ヒ コ
大学院大学
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3. 2 JICA による日系青年ポラ ン テ ィ ア／日系シニアポラ ン テ ィ ア／海外シニアボラ ン テ ィ アの派遣
JICAにおいては、 今般 ま で、 メキシ コの日本語教育の人的支援はそのほとんどが「（日系） 青年ボラン ティ ア」と
「日系シニアボラン ティ ア」であった。しかしながら近年、 支援対象を日系団体に限定しない 「海外シニアボラン ティ
ア」も送られており、 ひいては「青年海外協力隊」などの派遣開始もあり得るかも知れない。とはいえ、 JICA では、
すでにメキシ コの日系社会の人的支援事業から引くことを決定しており、 2007年以降の新たな日系青年 ・ シニアポラン
ティ ア／海外シニアボラン ティ アの日本語教師派遣は予定されていない。
〔JICA 日系青年ポラン ティ ア／日系シニアボラン ティ ア派遣実績30 〕
派遣先（配属） 1990 91 92 93 94 95 96 97 98 99 2000 01 02 03 04 05 06 07 
日本メキシ コ学院
日墨協会
中央学園
日墨文化学院
サ テリ テ日本語学
※ 
モレロス 日本文化
学院
コル ドバ日系協会
プエプラ日墨協会
メ ヒ カリ日本語学
園
ティ ファナ日系協会
エンセ ナ ーダ日系
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文化交流学院
なかよし学園
榎本協会
タ パチ ュ ラ日系ク
ラプ ※ 
江戸村協会
団CA海外シニアボラン ティ ア派遣実績〕
派遣先（配属）
バハカルフ ォ ルニ
ア大学（メ と カリ
校）
バハカルフ ォ ルニ
ア大学（エンセナ
ダ校）
チャ ピンゴ大学
グアナファ ト大学
IPNサン ト ト ー マ
ス 校
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※ 表中、 「→」 が示されていない機関があるが、 そこには直接派遣はないものの、 「サ テリ テ日本語学校」には日
墨協会に派遣されている日系シニアボラン ティ アが巡回指導している。 「エンセナーダ日系協会」 「 ティ フ アナH
系協会」 には「メ ヒ カリH本語学園」 の日系シニアボラン テ ィ アが巡回指導しており、 rタ パチュ ラ日系クラプ」
へは「榎本協会」 の日系シニアボラン ティ アが巡回指導 ( 1 年間）という形で実績がある。
4. メキシ コの 日本語教師ネ ッ ト ワ ー クについて
2003年 7 月 に社団法人として、 「社団法人メキシ コ日本語教師会 (AMJJ-Asociacion Mふicana de] ldioma Japones 
A.C.) 」 が設立認可されたことは前に述べた。 これは、 「メ日協」 ではできなかった会費徴収 ・ 運営費用などの面、 お
よびメキシコ全体の機関・教師（会員）の把握• 連絡などの面で、 それまでの限られた範囲での活動であったのが、 新
しい次の段階に移ったことを意味する。 文字通りメキシ コ全体を網羅する日本語教師・機関のネッ トワークとなっ
た31 。 同時に地方都市の日本語教師会も立ち上がっており、 その代表的な例は「グアダラハラ日本語教師勉強会」 32 で
ある。 また、 地方の複数のH本語教育機関が合同で弁論大会を開くなど、 活発な動きが見られる。 その典型としてベラ
クルス 州の日本語弁論大会が挙げられる 33。
筆者が関与した「グアダラハラ日本語教師勉強会」 の設立の経緯について、 知るところを簡潔に触れておきたい。
グアダラハラ市における主な日本語教育機関としては、 「グアダラハラ自治大学日本語学科」 、 「グアダラハラ日墨
文化交流学院」 、 「グアダラハラ授業補習校」 、 rモン テレイエ科大学グアダラハラ校」 の主に 4 つの機関が存在して
おり叫 そして、 それぞれの機関は特にお互いに交流することはなく、 個々に独立して日本語教育が行われていた。 実
は、 その歴史的経緯を見ると、 上掲の「グアダラハラ日墨文化交流学院」 と「グアダラハラ授業補習校」 はもともと 1
つの学校であったのが、 分裂して 2 つに分かれた経緯があり、 その状況が続いていたものであった。 それは当時のグア
ダラハラ市における日系社会の状況が背景にあったと言えるよう である。 それ以降、 その 2 つの機関の交流は途絶えて
いたと言わなければならない。 それとは別に、 グアダラハラ自治大学に日本語の コー スが出来、 モン テレイ工科大学グ
アダラハラ校でも日本語の コースが開始された。 筆者の知る限り、 1999年12月 までその4 機関の交流は皆無に近かった
のである。
メ キシ コ の 日本語教育
一過渡期 と しての近年の動向一
グ ア ダ ラ ハ ラ 市内の 日 本語教師が基金メ キ シ コ 事務所
の呼びかけで参集 し、 今後の グア ダ ラ ハ ラ 市の 日 本語教
師ネ ッ ト ワ ー ク の意義 と構築について少な く と も 2 回の
集 ま り の場を持ち 、 話 し合った 35 。 右はその最終の ま と
め と し て、 グ ア ダラ ハ ラ の 日 本語教師ネ ッ ト ワ ー ク の必
要性についての様々 な意見 を KJ法に よ っ て図式化 し集大
成 し た も のである （集合 し た 日 本語教師全貝で作成） 。
紙面の都合で多 く を記述で き な いが、 こ れが き っ か け
で、 グ ア ダ ラ ハ ラ 市内の 日 本語教師の連携の必要性が強
く 認識 さ れ、 2000年 4 月 8 日 （土） 「 グ ア ダ ラ ハ ラ 日 本
語教師勉強会」 (Conferencia de Profesores de! Jdioma Japon 
es de Guadalajara) が立ち上がっ た。 年 に 数回 の勉強会
を 開 く と 同時に学校間の情報交換を行っ て お り 、 グ ア ダ
ラ ハ ラ 市 に お け る 日 本語教師の ネ ッ ト ワ ー ク の基軸 と
な っ てい る 。
4 .  結語ー1999年以降の変化 と現在お よび今後の課題一
メ キ シ コ において、 日 本語教師 を捉え る 認識は 、 「 日
本人な ら 誰で も 日 本語が教え ら れる」 と 考え ら れがち な
レベルか ら 、 「 日 本語教師は 日 本語教育のエ キ ス パー ト
である」 と 認識 さ れ る レベルに も う 少 し で上が り き ろ う
と し て い る よ う に見 え る 。 そ して 、 徐々 にではあ る がメ
キ シ コ 人の ノ ン ネ ー テ イ プ 日 本語教師が一人立ち し始め
グ ア ダ ラ ハ ラ に お け る 日本語教頼のネ ッ ト ワ ー ク について
-KJ法によるアプローチー
6 レペルア ッ プ
6 - 1 教師のレベルアップ
6-2 学習者のレベルアップ
6-3 楽しい授業
〗；［知} ··
交流の
弊害
4 - 1 イペントづくり
4-2 情報交換の場
4 - 3 学校間 （先生） の交流
4 - 4 学校概要 （日屈）
4-5 仲良く交流
4 - 6 学習意欲、 モチペーショ ンを高める
4-7 留学
4 - 8 日本紹介
4 - 9 生徒数を増やす
4-10その他のIIIJ題点の解決策
4-10-1 テキストの再検討
4-10-2 教授内容の証とこれにかける時間の図節
4-10-3 継紐することの須要性を再認識
4-10-4 授深や生徒等の問題解決
3もんだい
3 - 1 教員の問題
3-2 生徒の'"'姐
3 - 3 教授法の問題
3 - 4 教科掛の間姐
3 - 5 教材の問題
3 - 6 日本語教育を取り ま く 環境の問忠
3-7 ネ ッ ト ワークを成り立たせるとき
Oグアダラハラ 日本語孜行研"会
（細年 l 月 9 8作成）
に考えられる問題
2 組 (TOP)織
2 - 1 組織逃営について
2-2 TOPの役削
2 - 3 若い人中"、 1 , · 組織化までの問題
↑ 
l' - 1 ネ ッ ト ワーク作りのための手段と方法
l' - 2 日本語教師IIりにおける交流
l ' - 3 ネットワークの糀続
1 情報交換の必要性
［ネ ッ ト ワ ー ク の必要性についての意見を回式化 し た も の］
て い る 。 こ の大変重要な時期 に 、 公的な 日 本語教育機関 （特に メ キ シ コ の地方都市の機関） への支援 • テ コ 入れする こ
と は、 大 き な成果が期待で き る ので は な い か と 思量する 。 現在、 基金か ら の 日 本語教育専門家の派遣は2003年を最後に
途絶え て い る 。 ま た、 JICA に よ る 今後の 日 本語教師派遣 も 不透明であ り 、 2007年度以降の派遣は見込めな い模様であ
る と 聞 き及んでいる。
ま た 、 メ キ シ コ では、 比較的 日 系の子弟が多 く 出場す る 「子 ど も 日 本語話 し方大会」 (JICA支援） と 呼ばれる大会 36
と 、 「メ キ シ コ 日 本語弁論大会」 （基金支援） と 呼ばれる大会があ る 。 今後は こ の 2 つ を 1 つの弁論大会に統合 し 、
「成人の部」 、 「年少者の部」 の よ う な形で運営 し て い く のが望ま し い方向で は な い か と 思量する 37 。 それ に は 2 つ
の大き な理由があ る 。 第一に、 日 本語教師の研修会や H 本語のス ビ ー チ大会な ど、 似ている イ ベ ン ト を JICA と 基金か
ら の支援 と い う 縦割 り で、 別 々 に扱 う こ と は実は非効率的で も あ る と い う こ と であ る 。 も う 一つ は、 成人は年少者 （子
ど も ） の高い 日 本語運用能力 に驚嘆 し 、 年少者は成人のお手本 と な る 日 本語を直接聴 く こ と が出来る。 同時に 、 日 系人
と 非 日 系人がお互い の 日 本語レベル を 目 の当 た り にする こ と に よ っ て相互に刺激 し合う と い う こ と 。 聴衆も 単純に考え
れば、 倍の数に な る であ ろ う 。 そ も そ も 、 成人 ・ 年少者、 H 系 ・ 非 日 系の学習者が垣根を越えて 、 一堂に集ま り 日 ごろ
の成果を披露する こ と は、 それ自体意味があ り 、 メ キ シ コ にお け る 日 本語学習者は 自 ら の位置づけを認識でき 、 プ ラ イ
ド も 持て る ので は な かろ う か と 考 え る 。 日 本語教師の研修会 も JICA と 基金が連携すれば、 さ ら に効果的な成果が期待
で き る はずであ る 。
現在、 メ キ シ コ で使われてい る 日 本語教育の教材は、 日 本で市販さ れ て い る 教材 と メ キ シ コ で作成 さ れた教材があ
る。 特に後者 について言えば、 メ キ シ コ 人の 日 本語学習の実情を よ く 知っ て作 ら れた大変優れた も のがあ る こ と に筆者
の異論は全 く ない。 た だ、 そ れ ら の多 く が基本的に 日 本人教師が開発 し た教材である こ と において 、 付け加えれば、 ノ
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ン ネ ー テ ィ ブ教師に と っ て も 使いやすい教科書、 副教材の開発が今後必要ではな い か と 考 え る 。 ノ ン ネ ー テ イ プの教師
の視点か ら の 日 本語の理解の順 を 追 っ た整理 さ れたテキス ト があれば、 な おい っ そ う 便利であ る と 考え ら れ る 。
今後の メ キ シ コ に お け る 日 本語教育は、 メ キ シ コ 人の 日 本語教師 を 中心 と し て な さ れてい く 時期が必ずや到来 し、 そ
の よ う に 固 る こ と が肝要であ ろ う 。 日 本人 日 本語教師の、 そ の こ と を念頭に置い た仕事が、 今後の メ キ シ コ の 日 本語教
育 を発展 させてい く ので は な い だ ろ う か。
〈おわ り に〉
本稿執箪に 当 た っ て 、 国際交流基金メ キ シ コ 事務所の亀井芳樹氏に多大な協力 を い ただいた。 深 く 感謝す る 。
注
l .  箪者は、 1999年 4 月 か ら2001年 3 月 ま で国際交流基金派遣日 本語教育専門家 と し て メ キ シ コ に派逍 さ れ、 国際交流基金メ キ シ コ
事務所1す 日 本語教育ア ドバイ ザー と し て活動 した。
2 .  B 昼協会 （ メ キ シ コ 日 系人協会） のHP (下にURL を示す） に 、 やや古いデー タ だが、 5371人 （男2625人 ： 女2746人） と あ り 、 外
務省の発表では 「約16750名」 （下のURL) と あ る 。 し か し、 「 日 系人」 を どう 定義する かに よ っ て 「 日 系人」 の人数の カ ウ ン ト
の仕方 も 自 ず と 異な っ て く る 。 TICA (国際協力事業団） メ キ シ コ事務所の山口所長 （当時） に筆者が口頭で尋ねた と こ ろ 、 その
時点で 「 3 万 6 千人の 日 系人がお り 、 3 千 6 百人が日本語を学習 し て、 TICA は12名の青年ボラ ン テ ィ ア を 送っ て い る 」 と の説明
であ っ た (1999年 5 月 11 日 （火） IlCA メ キ シ コ 事務所にて） 。 O B 愚協会URI』:http://www.kaikan.com.m刈index— jp.htm
O外務省 URL:http://www.mofa.go.jp/mofaj/area/mexico/data.html
3 .  日 系人団体はメ キ シ コ ・ シ テ ィ ー の 日 墨協会だけでな く 全国各地の地方都市に存在する。 2 年 に一度、 メ キ シ コ の 日 系人全国大
会が行われている。
4 .  お そ ら く 中南米にお け る 本格的な 日 本語教育がな さ れた最初の学校 と 思われる。 明治39年 (1906年） 榎本移民で知 ら れ る ア カ コ
ヤ グ ア村 に 日 墨協働会社の負担で建設 さ れ、 日系子弟の た め に 日 本語 と ス ペイ ン語の教育がな さ れ た。 日 本か ら 訓 導 （教師） を
招いて教育 を行った。 敷地内の宿舎に教師 と と も に寄宿 し 、 授業は全て 日 本語で行われた （午前が授業、 午後は鹿作業 を し た と
あ る ） 。 教科書は ロ ー マ字で表記 し た も の を作成 し、 単に 日 本語を教え る ので は な く 、 日 嬰両国の文化 も 教え た。 一時、 州政府
直轄の公立学校 と な っ た り したが、 その後 日 墨協働会社解散と と も に廃校 (1916年） 。
5. "社団法人 日 本 メ キ シ コ学院" (LICEO MEXICANO JAPONES, A.C.) は1974年 9 月 の 田中首相 と エ チ ェ ベ リ ア大統領と の共同声
明 に よ っ て設立が表明 さ れ、 1977年 9 月 に 開 校 さ れた メ キ シ コ 政府の認可 し た正式 の公教育機関 で あ る 。 特徴は 日 本 コ ー ス
（小 • 中学校生徒数142名 (2003年11月 現在） ） 、 と メ キ シ コ コ ー ス （小 • 中 • 高校生徒数750名 (2003年 4 月 現在） ） 、 か ら な
り 、 前者は 日 本の文部省 （現文部科学省） の教育課程に準拠 し た教育を行っ て お り 、 同時にスペイ ン語、 メ キ シ コ 文化理解教育
を実施 し て い る 。 後者は メ キ シ コ 政府教育省の教育課程に準拠 した教育を行う と と も に 日 本語お よ び 日 本文化学習 を実施 し て い
る 。 メ キ シ コ において最 も 大規模な 日 本語教育が実施 さ れて い る 機関であ る 。 筆者が当校 を訪ねてお話 を伺っ た と きの加藤事務
局長の話 に よ れば、 日本語を教え る こ と も 大切だが、 バイ リ ン ガル教育よ り も 、 ボー ダ レ ス の時代 において堂々 と し た真の国際
人を育てるバイ カ ル チ ュ ラ ルの教育 を 目 指 し た い と のお話であ っ た 。 (1999年 5 月 12 日 （水） 箪者訪問）
6 .  中央学固は1944に創立 さ れた。 こ の学校の場合、 生徒は 4 歳-16歳 ま での子ど も が対象で、 最多年齢層 は 8 歳で あ る 。 ま た、 日
本語だけを教え る のではな く 、 それ以外に 「体育」 「歌」 「図エ」 「教室活動」 な どが科目と して設定 さ れて い る 。
7 .  「純日 系人子弟」 は家系の 中 に メ キ シ コ 人 と の婚姻関係がない子弟、 「 日 系人子弟」 は 日 系の家系の中 に メ キ シ コ 人 と の婚姻関
係があ る子弟、 「非 日 系人子弟」 は家系の 中 に 日 本人 と の婚姻関係がない子弟を意味する。
8 .  下は首都園 （ メ キ シ コ ・ シ テ ィ ー） に お け る 中核的 日 本語教育機関 （機関名、 設立年 （ 日 本語教育開始年） ） で あ る 。 こ れ ら は
メ キ シ コ の 日本語教育の牽引力 と な っ て、 従前か ら メ キ シ コ の 日 本語教育の主祁的役割 を果た して き た。
メ キシ コ の 日 本語教育
一過渡期 と し ての近年の動向一
［ メ キ シ コ の 日 本語教育において中核的先駆的役割を果た し て き た機関 （首都圏） ］
主要機関名 日 本語教育開始年
中央学薗 1944年
エル ・ コ レ と オ ・ デ ・ メ ヒ コ （大学院大学） ア ジ ア ・ ア フ リ カ研究セ ン タ ー 1964年
メ キ シ コ 国立 自 治大学外国語セ ン タ ー 1967年
日墨文化学院 c-世協会） 1968年
国立工科大学 （ ポ リ テ ク ー コ） 外国語セ ン タ ー 1975年
日 メ キ シ コ学院 （ リ セオ） 1977年
日 歴協会日 本語教育セ ン タ ー 1991年
ま た近年においては、 グ ア ダ ラ ハラ 自 治大学、 モ ン テ レ イ エ科大学、 ベ ラ ク ル ス大学、 ベ ラ ク ルス工科大学、 グ ア ナ フ ァ ト 大
学、 な か よ し学園、 バハ ・ カ リ フ ォ ルニア大学 な ど、 地方都市にあ る 日 本語教育機関の存在感も急速に大き く な っ て き てい る 。
9 .  1989年設立。 その幹部の方たち は首都メ キ シ コ シ テ ィ ー に あ る 主要な 日 本語教育機関の メ キ シ コ での 日 本語教育経験の長い 日 本
人が主であ っ た。
10. 2001年 に準備委員会が発足 し、 2003年 7 月 に正式 に メ キ シ コ 政府の法人格 を取得 し た。
メ キ シ コ 日 本語教師会の URL:http://www.kyoushikai.org/
11. 「海外の 日 本語教育の現状 日 本語教育機関調査 ・ 1990、 93、 98、 2003」 （国際交流金 日 本語国際セ ン タ ー ， 1992、 94、 2000、
2005) よ り 。 調査同答を得 ら れ な かっ た も の も 入れる と 、 実勢は こ れ よ り も やや多 く な る も の と 思われる 。
12. 名称や表記について訂正すべ き 部分が分か っ た の で 2 点示す。 （ ］ ） 図中の 「メ キ シ コ州」 に 「メ キ シ コ 州立大学 （ ア カ ト ラ ン
校） 」 「同 （ ア ラ ゴ ン 校） 」 と あ る が、 こ れ は "UNAM" で あ り 、 日 本語表記は 「国立自 治大学」 で あ る 。 ( 2 )  「ペ ラ ク ル ス
州」 に 「ベ ラ ク ルサナ大学」 と 見 え る が、 日 本語表記は 「ベ ラ ク ルス州立大学」 である。
13. これは箪者 ら の調査 を も と に、 2001年時点で危井芳樹氏 （基金メ キ シ コ 事務所） が作成 し た も のである 。
14. エル ・ コ レ ヒ オ ・ デ ・ メ ヒ コ （ メ キ シ コ 大学院大学） の ア ジ ア ・ ア フ リ カ研究セ ン タ ー （修士課程） に お い て は 日本語は 日 本研
究科の必須科 目 と な っ て い る。
15. メ キ シ コ にお け る 日 本語能力試験の結果の分析 （ 日 系 と 非 日系） が次に詳 し く 報告されている 。
OAMIJサイ ト http://www.kyous血ai.org/0305j!pt_ hara. pdf 
16. 試験会場 と して米国の ロ ス ア ン ジ ェ ルス会場で受験す る 者 （ メ キ シ コ北部の学習者） も い る が、 その分は こ こ に カ ウ ン ト さ れて
いない。
17. メ キ シ コ州立 自 治大学 ト ルー カ キ ャ ンパス外国語教育セ ン タ ( - Universidad Aut6noma de! Estado de Mexico, Centro de Ensenanza de 
Lengua :C.E.L de Toluca) において、 セ ン タ ー長のエ ミ リ オ氏 (C.D. Emilio Tello Baca) に面談 し た と き の口述を筆記し記録 し た も
のである (1999年 8 月 18 日 、 筆者訪問） 。
18. 「エ キ ゾシ テ ィ ズム (exoticism) 」 は 「異国情緒」 「異国趣味」 と も 訳 さ れ、 文化人類学や社会学な ど学術的 ・ 専門的な意味 に
おいて は19世紀末ごろ の ヨ ー ロ ッ パ に 見 ら れ た よ う な （植民地） 支配を背景に した権力的立場か ら 主 に ア ジ ア 、 ア フ リ カ 諸 国 に
対する ま な ざ し を 指 し て い う こ と があ る 。 し か し、 こ こ では一般的意味に お け る 自 文化 に な い異国の文化の文物や雰囲気に対 し
て惹かれる気持ち 、 典味 • 関心 と い う よ う な意味で使用する 。
19. 日 本の政府関係機関職員や企業駐在貝の配偶者、 日 本人留学生、 基金ゃITCA派遣の 日 本語教師などの他、 日 本か ら メ キ シ コ の 日
本語教育機関 に直接扉用 さ れた人 も い る よ う であ る 。 いずれに し て も 、 こ の よ う な 日 本人教師は少数を除いて、 数年拗いた後い
ずれ日本に帰 っ て し ま う 。
20. 粟飯原 (1995年p 80) は 「い わ ゆ る 素人が日本語を教えは じめる」 と 述懐 し て い る 。
21. も ち ろ ん、 非常 に 日 本語運用能力が高いバイ リ ン ガルのノ ン ネ ー テ イ プの 日 本語の先生方も た く さ ん お ら れる こ と は言 う ま で も
ない。
22. 2003年10月 、 JICA は 「独立行政法人国際協力機構」 と な った。
23. 国際交流基金、 JICA、 JETRO (� 日 本貿易振典会） 、 在 メ キ シ コ 日 本大使館 （文化部） 等々 が主催 ・ 共佃 ・ 後援などの形でパッ
ク ア ッ プ し て い る 。
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24. 「若い 日 本人の先生方はや っ と メ キ シ コ の 日本語教育に慣れた と こ ろ で 日本へ帰っ て し ま う 。 ま た新 し い先生が来た ら ゼ ロ か ら
仕込 ま な ければな ら な い」 と 或る学校の 日 本語科の責任者が嘆息 していた。
25. メ キ シ コ 国内 で 日 本語教師はそ う 簡単に は見つか ら な い こ と か ら 、 特例的に学位のな い教師が大学で教えている のが現状 と い え
る。
26. 基 金 日 本語国際セ ン タ ー で、 日 本語教育指導者養成 プ ロ グ ラ ム （修士コ ー ス ） が2001年 度 よ り 、 日 本言語文化研究 プ ロ グ ラ ム
（博士課程） が2003年度 よ り 開始 さ れた。 こ れは現職 日 本語教師又 は 日 本語教授経験者を対象 に 1 年問で修士課程、 3 年間で博
士課程を修了 し 、 各国におけ る 日 本語教育指導者養成 を 目 的 と す る プロ グラ ム であ る 。 学位が出せる 本プロ グ ラ ム は 日 本語国際
セ ン タ ー 、 政策研究大学院大学およ び国立国語研究所の 3 者連携の プ ロ グ ラ ム で あ る 。
27. 1972年か ら 継続 し て い た基金に よ る メ キ シ コ ヘの 日 本語教育専門家の派遣について は縮小傾向 に あ り 、 2003年 7 月 以降は派遣が
途絶え て い る 。
28. 特に、 メ キ シ コニ世協会日 本語学院 （現 ・ 日 墨文化学院） は、 基金、 JICA と も に庫要性の認識が強 く 、 両者から の派遣が続いて
いた。
29. 「国際交流甚金25年間の事業実績J (2000年） を参考 に作成。 日 本語教育以外の諸分野 （ 日 本研究、 武道な ど） で派遣 さ れた専
門家は除外 し た。
30. 日 本 語教育以外の諸分野 （ 「団体事務」 「養護教師」 「看護士」 「秘密」 「編集貝」 な ど） の職種の も の は 除 い た。 た だ し 、
「幼稚園教諭J 「児童教育」 「文化活動」 の職種は 、 実質的 に 日 本語教育の要素が強いので含めた。
31. 「メ キ シ コ 日 本語教師会」 は、 既存の教師会であ っ た 「メ キ シ コ 日 本語教師連絡協議会」 （＝ 「メ 日 協」 ） の活動を改め、 全国
規模での教師ネ ッ ト ワ ー ク 形成 を 図 る こ と を め ざ し て再綱成さ れた組織であ り 、 国内 に約100名の会貝がいる 、 と 基金ホ ー ム ペー
ジに紹介されている。
0基金URI血ttp://www.jpf.go.jp/j/urawa/world/kunibetsu/2003/mexico.html
主な活動 と し て、 毎年悔外か ら も 講師を招聘 して行われる 「 日 本語教育シ ン ポ ジ ウ ム 」 や メ キ シ コ 人 日 本語教師を対象 と し た
「 日 本語プラ ッ シ ュ ア ッ プ講座」 、 「 日 本語弁論大会」 等に加え 、 教師会のホ ー ムペー ジ を 開設 し教師間 の情報交換を行っ てい
る。
32. メ キ シ コ 第 2 の都市グア ダ ラ ハ ラ 市 にあ る 4 機関で組織 さ れて い る 。 「 グ ア ダラ ハ ラ 日 本語教師勉強会」 は、 年に 3 回 の 「勉強
会」 （研究 · 研修会） を 開 佃 し て い る 。
33. ベ ラ ク ルス州立大学言語学部外国語学科の黒崎充氏が下に報告 して い る 。
O AMIJ サ イ ト http://www.kyoushikai.org/hokoku/2003-12-l2_oratoriaveracruzl.html
34. その他に、 「富士日 本語学校」 「国際語学院」 の と い う 名前の機関があ っ たが、 筆者は詳細を承知 し て い な い。 しか し研修会に
は 「富士日本語学校」 の経営者 （ メ キ シ コ人） の方の参加 を 見た。
35. 第 1 回 ： 1999年12月11日 （土） グ ア ダ ラ ハ ラ 自治大学にて。 第 2 回 ： 2000年 1 月 9 日 ( 8 ) モ ン テ レ イ エ科大学 グ ア ダ ラ ハ ラ 校
にて、 研修会 と い う 形式で会合を持った。
36. ―点付記 し な ければな ら な い。 「子 ど も 日本語話 し方大会」 は2004年度よ り JICA の予算削減に よ っ て、 公の大会 と し ては実施さ
れな く な っ た。 現在は、 「 日 本語合同研修会」 の 中 で時間 を 取 っ て行われる 「子供 の 話 し 方の発表会」 と い う 縮小 し た形 に な っ
て い る 。
37. 実際にペルー な どではその よ う に行っ ている。
メ キ シ コ の 日 本語教育
一過渡期 と し ての近年の動向一
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